
３年ぶりに復活！！
互助会日帰り親睦旅行
    令和４年４月 27 日実施

重要文化財の勝興寺の唐門（高岡市）

参加者全員で勝興寺の本堂前で記念撮影

お土産を買いに立ち寄った氷見の番屋街では、
『氷見イワシのぼり』が飾られていました。

　去る４月 27 日に会員 17 名で 23 年掛けた
修復工事が完了した高岡市にある重要文化財の
勝興寺と氷見の雨晴温泉へ日帰り親睦旅行に
行ってきました。
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受賞された皆さま、誠におめでとうございます。
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こ
の
た
び
、
第
48
回
定
時
総
会
後
の
理
事
会
に
お
い
て
、
新
た
に

理
事
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
就

業
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
促
し
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
の
充
実
、
健
康
の
保
持
増
進
、
ひ
い
て
は
地
域

社
会
の
活
性
化
な
ど
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
社
会
情
勢
の
大
き
な
変
化
や
一
昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に
よ
り
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
会
員
、
発
注
者
や
地
域
の
皆
様
に
と
っ

て
魅
力
あ
る
団
体
と
し
て
事
業
を
安
定
的
に
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
会
員
の
安
全
と
安
心
の
確
保
を
最
優
先
さ
せ
な
が
ら
時
代
や
社
会
の
変
化
に

即
応
し
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
役
員
並
び
に
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、
富
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
発
展
に
向
け
て
尽
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、「
安
全
就
業
・
健
康
」
に
十
分
ご
留
意
い
た
だ
き
、
一
層
の
ご
指
導

と
ご
協
力
、
ご
高
配
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
定
時
総
会
を
も
ち
ま
し
て
、
理
事
長
を
退
任
い
た
し

ま
し
た
。

　
今
ま
で
、
皆
様
の
温
か
い
励
ま
し
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
理
事

長
の
職
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
厚
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
年
度
は
、
当
セ
ン
タ
ー

の
契
約
実
績
額
が
７
年
ぶ
り
に
減
少
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
な
ど
、
大
き

な
成
果
が
得
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
皆
様
の
日
頃
か
ら
の
ご
理
解
と
ご
尽
力
に
心
か
ら
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、「
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進
や
会
員
の
皆
様
の
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
も
っ

と
尽
く
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
」
自
問
自
答
し
、
力
が
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
に
忸
怩
た

る
思
い
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
時
代
や
社
会
が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
も
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
、
シ
ニ
ア
の
方
々
の
「
居
場
所
づ
く
り
」
や
「
地
域
貢
献
・
社
会
貢
献
」
の
大
き

な
拠
点
と
し
て
、
今
後
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
も
の
と
確
信
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
ど
う
か
、
皆
様
に
は
、
シ
ル
バ
ー
事
業
の
発
展
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
富
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
皆
様
方
の
ご

健
勝
・
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　
誠
に
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

久

　世

　
　
　浩

松

　島

　十
三
男

久
世
理
事
長

久
世
理
事
長

松
田

川
西

嶋
野

松
原

池
田

近
岡

河
辺

舟
崎

川
原

古
西

　
総
会
終
了
後
、
第
２
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
理
事
長
に
松
島
理
事
、
専
務

理
事
に
中
島
理
事
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
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第
48
回 

定
時
総
会

　
公
益
社
団
法
人
富
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
第
48
回
定
時
総
会

は
、
６
月
14
日
、
と
や
ま
自
遊
館
で
、
会
員
73
人
が
出
席
し
て
開
か
れ
ま

し
た
。

　
久
世
理
事
長
が
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
活
動
が
制
約
を
受
け
る
中
、
会

員
数
は
、
前
年
度
比
で
８
名
減
少
し
た
も
の
の
、
女
性
会
員
の
拡
大
に
力

を
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
女
性
会
員
は
増
加
し
、
こ
れ
ま
で
の
大
幅
な
減

少
傾
向
に
、
一
定
の
歯
止
め
を

掛
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
契
約
金
額
は
、
受
託
事

業
と
派
遣
事
業
を
合
わ
せ
た
合

計
額
が
前
年
度
比
0.2
％
増
で
、

７
年
ぶ
り
に
前
年
度
の
契
約
額

を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
会
員
10
名

に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　
来
賓
の
富
山
市
長
（
代
理
）

や
富
山
市
議
会
議
長
か
ら
祝
辞

を
受
け
、
そ
の
後
、
砂
浦
豊
さ

ん
を
議
長
に
選
出
し
、
議
事
に
入

り
ま
し
た
。

　
第
１
号
議
案
「
令
和
３
年
度
事

業
報
告
」
並
び
に
第
２
号
議
案
「
令

和
３
年
度
収
支
決
算
報
告
」
に
つ

い
て
、
事
務
局
か
ら
、
説
明
が
あ

り
、
そ
の
後
、
渡
邉
監
事
か
ら
、

監
査
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
第
３
号
議
案
「
役

員
の
選
任
」
で
は
、
中
島
理
事
、

田
島
監
事
の
選
任
に
つ
い
て
、
事

務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
第
１
号

か
ら
第
３
号
す
べ
て
の
議
案
に
つ

い
て
、
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
理
事
会
で
承
認
可
決

さ
れ
た
第
１
号
報
告
「
令
和
３
年
度
収
支
補
正
予
算
」、
第
２
号
報
告
「
令

和
４
年
度
事
業
計
画
」
及
び
第
３
号
報
告
「
令
和
４
年
度
収
支
予
算
」
に
つ

い
て
、
事
務
局
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

第
48
回 

定
時
総
会

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
３
年
ぶ
り
の
通
常
開
催

７
年
ぶ
り
に
契
約
金
額
増

◆ 

会
　
員
　
総
　
数
　
１
，
７
９
４
人

◆ 

出
席
会
員
数
　
１
，
２
１
５
人

　
・
本
人
出
席
者
数 

７
３
人

　
・
委
任
状
出
席
者
数 

１
９
７
人

　
・
議
決
権
行
使
書
者
数 

９
４
５
人
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脳
が
喜
ぶ
！

心
が
笑
う
！

シルバーカルチャー教室

﹇
講  

師
﹈
　角

　真
理
子
さ
ん

会員がこれまで培ってきた技能や特技、趣味などを活用し、センターの普及啓発と女性会員
の拡大を図るため、会員が講師となって月２回程度の教室を開催しています。

臨
床
美
術

《
毎
月
第
二
火
曜
日  

午
前
10
時
か
ら
開
催
》

社用車 大沢野連絡所
社用車にマグネットのポスター広告を
貼り会員を募集する。

大沢野連絡所の車庫に新しく設置した
ひと針工房の大看板。

新たな広報戦略 －センターを PR－

シルバーカルチャー教室
会員がこれまで培ってきた技能や特技、趣味などを活用し、センターの普及啓発と女性会員
の拡大を図るため、会員が講師となって月２回程度の教室を開催しています。

　
い
ろ
い
ろ
な
画
材
や
モ
チ
ー
フ
を
使
っ
て
、
絵
や
オ

ブ
ジ
ェ
を
制
作
し
ま
す
。

　
上
手
・
下
手
の
な

い
、
自
分
ら
し
い
作

品
を
楽
し
み
な
が
ら

作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
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７
月
は 

安
全
・
適
正 

就
業
強
化
月
間

７
月
は 

安
全
・
適
正 

就
業
強
化
月
間

　
昨
年
度
、
富
山
県
内
で
は
、
熱
中
症

事
故
が
減
少
し
た
も
の
の
、
蜂
等
に
よ

る
虫
さ
さ
れ
事
故
が
多
く
あ
り
、
件
数

は
、
高
い
水
準
の
ま
ま
で
推
移
し
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
草
刈
作
業
中
の
飛
石
事
故
に

つ
い
て
は
、
依
然
多
く
発
生
し
て
い
ま

し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
飛
石
事

故
は
ほ
ぼ
平
年
並
み
の
事
故
件
数
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
今
年
は
、
昨
年
と
比
べ
て
６
月
末
現

在
、
傷
害
事
故
は
、
減
少
傾
向
で
す
が
、

草
刈
り
と
剪
定
の
作
業
に
お
け
る
賠
償

事
故
が
、
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
７
月
１
日
、
緊
急
に
剪
定
及
び
草

刈
班
の
会
員
を
集
め
て
、
安
全
就
業
及

び
事
故
の
再
発
防
止
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
後
、
安
全
対
策
を
講
ぜ
ず

発
生
し
た
事
故
に
つ
い
て
は
、
ペ
ナ
ル

テ
ィ
を
設
け
る
な
ど
、
賠
償
責
任
事
故

措
置
基
準
の
一
部
改
正
を
検
討
し
て
い

ま
す
。

　
剪
定
作
業
で
は
、
お
客
様
と
事
前
の

打
ち
合
わ
せ
を
十
分
に
行
わ
ず
に
深
い

刈
り
込
み
を
し
て
弁
償
を
求
め
ら
れ
る

事
故
が
２
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
事

前
の
打
ち
合
わ
せ
で
し
っ
か
り
と
作
業

内
容
を
確
認
し
て
お
け
ば
、
防
ぐ
こ
と

が
出
来
た
事
例
で
す
。

❶
　
草
刈
作
業
前
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の

使
用
。（
必
須
）

❷
　
作
業
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
徹
底

し
、
必
ず
全
員
で
行
う
こ
と
。

❸
　
作
業
前
の
危
険
予
知
や
指
差
し
呼

称
の
徹
底
。

❹
　
飛
石
対
策
の
徹
底
。（
防
護
ネ
ッ

ト
等
の
活
用
、
人
の
配
置
）

❺
　
ナ
イ
ロ
ン
紐
を
使
用
し
な
い
。

❻
　
車
へ
の
配
慮
。（
移
動
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
移
動
で
き
な
い
場
合
は

作
業
を
し
な
い
。）

　
本
年
に
な
り
、
賠
償
事
故
が
３
件
発

生
し
て
い
ま
す
。

❶
　
切
っ
た
枝
が
屋
根
瓦
に
当
た
り
、

破
損
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

❷
　
事
前
打
合
せ
が
不
十
分
で
、
深
い

剪
定
を
し
、
植
替
え
。（
２
件
）

　

７
月
は 

安
全
・
適
正 

就
業
強
化
月
間

７
月
は 

安
全
・
適
正 

就
業
強
化
月
間

７
月
は 

安
全
・
適
正 

就
業
強
化
月
間

飛石で車のリアガラスが破損

生垣の刈り込みすぎで弁償例

６月末現在の事故発生状況の比較 　
事
前
に
、
発
注
者
と
十
分
な
打
合
せ

を
し
、
作
業
内
容
に
応
じ
て
、
各
樹
木

に
目
印
を
付
け
る
な
ど
の
対
策
・
対
応

を
と
る
。

　
作
業
前
に
、
全
員
で
必
ず
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
・
指
差
し
呼
称
を
行
い
、
発
注
者

か
ら
の
依
頼
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
。

賠
償
責
任
事
故
措
置
基
準
等
の

　
　
　
　
　
一
部
改
正
を
検
討

年度

傷害

賠償

（草刈事故）

計

R3

3件

２件

（２件）

５件

R4

１件

７件

（３件）

８件

増減

－２件

５件

（１件）

３件

草
刈
作
業
で
の
事
故
内
容
と

　
　
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

剪
定
作
業
で
の
事
故
内
容
と

　
　
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
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脳
が
喜
ぶ
！

心
が
笑
う
！

シルバーカルチャー教室

﹇
講  

師
﹈
　角

　真
理
子
さ
ん

会員がこれまで培ってきた技能や特技、趣味などを活用し、センターの普及啓発と女性会員
の拡大を図るため、会員が講師となって月２回程度の教室を開催しています。

臨
床
美
術

《
毎
月
第
二
火
曜
日  

午
前
10
時
か
ら
開
催
》

社用車 大沢野連絡所
社用車にマグネットのポスター広告を
貼り会員を募集する。

大沢野連絡所の車庫に新しく設置した
ひと針工房の大看板。

新たな広報戦略 －センターを PR－

シルバーカルチャー教室
会員がこれまで培ってきた技能や特技、趣味などを活用し、センターの普及啓発と女性会員
の拡大を図るため、会員が講師となって月２回程度の教室を開催しています。

　
い
ろ
い
ろ
な
画
材
や
モ
チ
ー
フ
を
使
っ
て
、
絵
や
オ

ブ
ジ
ェ
を
制
作
し
ま
す
。

　
上
手
・
下
手
の
な

い
、
自
分
ら
し
い
作

品
を
楽
し
み
な
が
ら

作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
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（単位：円）

（単位：円）

令和３年度　会計決算
収入の部 支出の部

科　目 決算額 科　目 決算額

会費収入

行事参加費

基金取崩収入

雑収入

前期繰越金

収入合計

事業費

管理費

予備費

次期繰越金

支出合計

887,350

0

602,449

11

923,055

2,412,865

412,716

510,572

0

1,489,577

2,412,865

令和４年度　会計予算
収入の部 支出の部

科　目 予算額 科　目 予算額

会費収入

行事参加費

雑収入

前期繰越金

収入合計

事業費

管理費

予備費

 支出合計

900,000

1,040,000

0

1,490,000

3,430,000

1,976,000

519,000

935,000

 3,430,000

第
26
回 

会
員
互
助
会
定
期
総
会

　
先
般
の
剪
定
講
習
会
へ

２
日
間
参
加
し
て
参
り
ま

し
た
。

　
初
日
の
午
前
中
は
座
学
の
講
義
で
し
た
。
立

山
造
園
土
木
㈱
の
古
崎
社
長
自
ら
の
講
義
で
、

自
然
界
の
樹
木
に
剪
定
の
必
要
は
な
い
が
、
人

間
が
手
を
加
え
植
え
た
樹
に
は
剪
定
が
大
事
で
、

剪
定
の
必
要
性
を
経
験
豊
富
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
剪
定
作
業
の
コ
ツ
は
、「
か
ら
み
枝
、
逆
さ
枝

等
10
種
類
程
の
不
適
当
に
伸
び
た
枝
を
ま
ず
取

り
払
っ
た
後
、
高
い
上
の
方
か
ら
ハ
サ
ミ
を
入

れ
る
と
上
手
く
行
き
ま
す
よ
。」と
の
こ
と
で
す
。

　
最
後
に
「
先
祖
代
々
続
く
お
宅
の
庭
木
は
、

枝
１
本
で
も
無
断
で
切
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
お

金
が
貰
え
な
く
な
る
。
お
金
を
貰
え
る
様
な
手

順
で
作
業
を
進
め
る
の
が
仕
事
だ
。」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、近
く
の
公
園
に
移
り
二
手
に
分
か
れ
て
実
技
講
習
に
入
り
ま
し
た
。

柄
の
長
い
刈
込
み
バ
サ
ミ
で
柄
の
下
の
方
を
握
っ
て
作
業
を
し
て
い
た
ら
「
柄
の
下

を
握
ら
ず
、
上
の
方
を
握
っ
て
作
業
を
す
れ
ば
、
半
分
の
力
で
済
み
、
長
い
生
垣
で

も
疲
れ
ま
せ
ん
よ
。」
と
古
崎
社
長
に
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
２
日
目
も
引
き
続
き
実
技
講
習
で
、
私
の
剪
定
の
結
果
を
見
て
、「
こ
の
枝
を
こ

こ
で
切
る
と
、
芽
が
二
手
に
別
れ
て
将
来
お
か
し
く
な
る
。」
と
注
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
花
水
木
の
高
い
木
は
、
ど
の
枝
を
切
れ
ば
良
い
で
す
か
。」
と
質
問
し
た
ら
、

「
三
脚
か
ら
下
へ
降
り
て
全
体
を
眺

め
れ
ば
答
え
が
出
ま
す
よ
。」
と
優

し
く
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
幼
い
頃
に
近
所
の
年
寄
か
ら

習
っ
た
方
法
だ
け
で
自
宅
の
庭
を

剪
定
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、

生
ま
れ
て
初
め
て
本
職
の
剪
定
の

講
習
を
受
け
て
、
大
変
勉
強
に
な
っ

た
、
楽
し
い
２
日
間
で
し
た
。

剪
定
講
習
会
に
参
加
し
て

沖

　村

　幸

　弘

　
第
26
回
会
員
互
助
会
定
期
総
会
が
、
６
月
14
日
、
と
や
ま
自
遊
館
「
自
遊
館
ホ
ー

ル
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
の
事
業
実
績
、
会
計
決
算
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
令
和
４
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支

予
算
案
等
が
説
明
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
牧
野
幹
事
長
か
ら
、
「
今
年
度
の
各
事
業
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
・
拡
大
の
状
況
を
注
視

し
な
が
ら
、
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に

２
年
間
中
止
の
一
泊
研
修
旅
行
そ
し
て
会
員
の
作
品

展
は
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
」
と
説
明
が

あ
り
、
最
後
に
、
松
島
新
理
事
長
の
万
歳
三
唱
に

て
、
令
和
４
年
度
第
26
回
会
員
互
助
会
定
期
総
会
を

閉
会
し
ま
し
た
。

互
助
会
会
長
　
高
　
橋
　
将
　
市

高橋会長
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お
墓
清
掃
講
習
会
に
参
加
し
て

　
外
仕
事
に
は
快
適
に
晴
れ
た
５
月
24
日
（
火
）

に
富
山
市
八
ケ
山
に
あ
る
曹
洞
宗
の
古
刹
、
真

国
寺
に
於
い
て
「
お
墓
清
掃
講
習
会
」
が
６
年

ぶ
り
に
開
催
さ
れ
13
名
の
会
員
が
受
講
し
ま
し

た
。

　
は
じ
め
に
19
代
永
田
円
了
住
職
に
よ
る
ス
ク

リ
ー
ン
を
使
っ
て
の
様
々
な
宗
教
に
つ
い
て
の

講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
真
国
寺
が
管
理
し
て
い

る
長
岡
御
廟
墓
地
（
富
山
初
代
藩
主
前
田
利
次

か
ら
12
代
利
聲
ま
で
の
前
田
家
歴
代
の
墓
所
）

の
説
明
に
は
大
変
興
味
を
覚
え
ま
し
た
。
メ
モ

を
取
っ
た
り
、
写
メ
で
記
録
を
す
る
熱
心
な
会

員
も
い
て
好
評
で
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
富
山
市
石
材
加
工
協
同
組
合
の

伊
藤
氏
、柳
沢
氏
、山
田
氏
の
三
名
が
講
師
に
な
り
「
墓
石
洗
浄
の
作
業
手
順
」
と
「
使

用
用
具
」
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
作
業
中
の
墓
石
倒
壊
の
危
険
性
や
墓
石

に
傷
や
欠
損
を
生
じ
さ
せ
に
く
い
作
業
方
法
を
学
習
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
三
班
に
分
か
れ
て
適
当
な
墓
を
選
ん
で
実
技
講
習
に
入
り
ま
し
た
。
講

師
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
、
会
員
同
士
で
気
付
い
た
点
を
論
じ
な
が
ら
の

作
業
で
し
た
。
今
ま
で
気
付
か
な

か
っ
た
事
を
発
見
で
き
色
々
と
得
る

も
の
が
多
か
っ
た
講
習
会
で
し
た
。

　
お
わ
り
に
、
講
師
か
ら
墓
石
の
手

触
り
を
聞
か
れ
、
ザ
ラ
つ
い
て
た
墓

石
の
表
面
が
ツ
ル
ツ
ル
に
な
っ
て
お

り
、
頑
張
っ
た
甲

斐
が
あ
り
ま
し

た
。

技能講習会のお知らせ

 雪吊り・雪囲い講習会 2日間

日　時

場　所
定　員
受講料
締切日

10 月 24 日（月）午前 10 時～午後４時
10 月 25 日（火）午前  ９時～午後４時
富山市 西保健福祉センター 及び 婦中羽根ピースフル公園
15 名（会員）
無料
10 月 14日（金）

◎受講条件：上記講習内容の仕事に就業中、又は就業を希望している方。
◎受付方法：お電話でお申し込みください。
※ 受付けは先着順です！　ご希望の方はお早めに！！

技能講習会のお知らせ

舟

　杉

　義

　昭

と
し
　か
た
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令和３年度　会計決算
収入の部 支出の部

科　目 決算額 科　目 決算額

会費収入

行事参加費

基金取崩収入

雑収入

前期繰越金

収入合計

事業費

管理費

予備費

次期繰越金

支出合計

887,350

0

602,449

11

923,055

2,412,865

412,716

510,572

0

1,489,577

2,412,865

令和４年度　会計予算
収入の部 支出の部

科　目 予算額 科　目 予算額

会費収入

行事参加費

雑収入

前期繰越金

収入合計

事業費

管理費

予備費

 支出合計

900,000

1,040,000

0

1,490,000

3,430,000

1,976,000

519,000

935,000

 3,430,000

第
26
回 

会
員
互
助
会
定
期
総
会

　
先
般
の
剪
定
講
習
会
へ

２
日
間
参
加
し
て
参
り
ま

し
た
。

　
初
日
の
午
前
中
は
座
学
の
講
義
で
し
た
。
立

山
造
園
土
木
㈱
の
古
崎
社
長
自
ら
の
講
義
で
、

自
然
界
の
樹
木
に
剪
定
の
必
要
は
な
い
が
、
人

間
が
手
を
加
え
植
え
た
樹
に
は
剪
定
が
大
事
で
、

剪
定
の
必
要
性
を
経
験
豊
富
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
剪
定
作
業
の
コ
ツ
は
、「
か
ら
み
枝
、
逆
さ
枝

等
10
種
類
程
の
不
適
当
に
伸
び
た
枝
を
ま
ず
取

り
払
っ
た
後
、
高
い
上
の
方
か
ら
ハ
サ
ミ
を
入

れ
る
と
上
手
く
行
き
ま
す
よ
。」と
の
こ
と
で
す
。

　
最
後
に
「
先
祖
代
々
続
く
お
宅
の
庭
木
は
、

枝
１
本
で
も
無
断
で
切
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
お

金
が
貰
え
な
く
な
る
。
お
金
を
貰
え
る
様
な
手

順
で
作
業
を
進
め
る
の
が
仕
事
だ
。」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、近
く
の
公
園
に
移
り
二
手
に
分
か
れ
て
実
技
講
習
に
入
り
ま
し
た
。

柄
の
長
い
刈
込
み
バ
サ
ミ
で
柄
の
下
の
方
を
握
っ
て
作
業
を
し
て
い
た
ら
「
柄
の
下

を
握
ら
ず
、
上
の
方
を
握
っ
て
作
業
を
す
れ
ば
、
半
分
の
力
で
済
み
、
長
い
生
垣
で

も
疲
れ
ま
せ
ん
よ
。」
と
古
崎
社
長
に
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
２
日
目
も
引
き
続
き
実
技
講
習
で
、
私
の
剪
定
の
結
果
を
見
て
、「
こ
の
枝
を
こ

こ
で
切
る
と
、
芽
が
二
手
に
別
れ
て
将
来
お
か
し
く
な
る
。」
と
注
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
花
水
木
の
高
い
木
は
、
ど
の
枝
を
切
れ
ば
良
い
で
す
か
。」
と
質
問
し
た
ら
、

「
三
脚
か
ら
下
へ
降
り
て
全
体
を
眺

め
れ
ば
答
え
が
出
ま
す
よ
。」
と
優

し
く
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　
幼
い
頃
に
近
所
の
年
寄
か
ら

習
っ
た
方
法
だ
け
で
自
宅
の
庭
を

剪
定
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
、

生
ま
れ
て
初
め
て
本
職
の
剪
定
の

講
習
を
受
け
て
、
大
変
勉
強
に
な
っ

た
、
楽
し
い
２
日
間
で
し
た
。

剪
定
講
習
会
に
参
加
し
て

沖

　村

　幸

　弘

　
第
26
回
会
員
互
助
会
定
期
総
会
が
、
６
月
14
日
、
と
や
ま
自
遊
館
「
自
遊
館
ホ
ー

ル
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
の
事
業
実
績
、
会
計
決
算
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
令
和
４
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支

予
算
案
等
が
説
明
さ
れ
、
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
牧
野
幹
事
長
か
ら
、
「
今
年
度
の
各
事
業
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
・
拡
大
の
状
況
を
注
視

し
な
が
ら
、
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に

２
年
間
中
止
の
一
泊
研
修
旅
行
そ
し
て
会
員
の
作
品

展
は
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
」
と
説
明
が

あ
り
、
最
後
に
、
松
島
新
理
事
長
の
万
歳
三
唱
に

て
、
令
和
４
年
度
第
26
回
会
員
互
助
会
定
期
総
会
を

閉
会
し
ま
し
た
。

互
助
会
会
長
　
高
　
橋
　
将
　
市

高橋会長
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広
報
委
員

　砂
浦

　
　豊

事 務 局 だ よ り

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
か
ら
早
い
も
の
で
２
年
半
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。
少
し
ず
つ
行
動

緩
和
の
流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
気

を
緩
め
る
こ
と
な
く
過
ご
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

　
私
事
で
す
が
、
ち
ょ
う
ど
コ
ロ
ナ
禍

の
始
ま
り
と
定
年
退
職
が
同
時
期
で
、

自
由
に
各
地
を
訪
れ
た
い
と
思
っ
た
矢

先
の
騒
動
で
し
た
。
閉
じ
こ
も
る
訳
に

も
い
か
な
い
と
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
登
録
し
て
、
幸
い
に
も
会
館
の

施
設
管
理
の
仕
事
を
紹
介
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　
前
職
と
は
違
っ
た
環
境
、
仕
事
で
す

が
、
６
名
の
先
輩
方
と
働
か
せ
て
い
た

だ
き
、
大
変
有
意
義
に
過
ご
し
て
お
り

ま
す
。
80
歳
に
近
い
方
で
も
、
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ホ
を
難
無
く
操
作
さ
れ
て
い

る
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
月
10
日
程
度

の
就
業
で
す
が
、
出
掛
け
て
、
人
と
交

わ
る
と
い
う
こ
と
が
、
脳
や
体
を
活
性

化
さ
せ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
我
々
シ
ル
バ
ー
世
代
が
社
会
と
交
流

を
持
ち
続
け
る
た
め
に
も
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
さ
ら
に
活
用
し
た
い

も
の
で
す
。
年
齢
と
と
も
に
頭
も
体
も

硬
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
日
々
の

テ
レ
ビ
体
操
と
週
一
の
図
書
館
通
い
を

怠
ら
ず
、
柔
軟
さ
を
維
持
し
て
年
を
重

ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
委
員

　砂
浦

　
　豊

会　員　数
（令和４年６月末現在）

人1,049
男

人712

人1,761

女

計

　
こ
の
た
び
、
令
和
４
年
度
定
時
総
会
で
理
事
に
選
任
さ
れ
、
そ

の
後
の
第
２
回
理
事
会
で
、
専
務
理
事
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
中
島

善
一
と
申
し
ま
す
。

　
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
富
山
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

更
な
る
発
展
の
た
め
、
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
の
で
、
会
員
並

び
に
役
員
の
方
々
に
は
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
４
月
１
日
付
け
で
事
務
局
長
と
し
て
就
任
し
ま
し

た
浦
野
弘
司
と
申
し
ま
す
。

　
就
任
し
た
ば
か
り
で
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
早

く
仕
事
を
覚
え
て
、
会
員
の
皆
様
が
生
き
生
き
と
就
業
で
き
る
よ

う
、
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

浦
　野
　弘
　司

中
　島
　善
　一

新
専
務
理
事
あ
い
さ
つ

新
事
務
局
長
あ
い
さ
つ

次号は 1月発行
皆さんからの寄稿を
お待ちしています。
（原稿はお返しできません。）

●趣味やスポーツ、ボラン
　ティア活動、就業体験、
　私の健康法など
●表紙の写真=風物、風景
　など季節感があるもの

シルバーフェスティバル開催
10月1日（土）

午前9時30分から午後4時まで
八尾コミュニティセンター にて

（富山市八尾町井田 126）
様々なイベントをご用意しております。

次号は 1月発行

締め切り=11月15日 友人、知人をお誘いのうえお越しください！

令和4年

シルバーフェスティバル開催シルバーフェスティバル開催


